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平成３１年度	 沖縄県中体連野球専門部	

審判技術研修会	

１．期日	 平成 31 年 4 月６日（土）	

	

２．場所	 北谷町屋内運動場・桑江中学校グラウンド	 	 ※雨天時：北谷町屋内運動場のみ	

	

３．日程	

13:00～13:30（30 分）	 受付（屋内運動場ロビー）、整列、班編制	

	

13:30～13:50（20 分）	 開講式及び伝達講習（司会	 渡嘉敷光範	 ）	

①開会のことば：司会	

②県専門部長あいさつ：（島	 健太）	

③県専門部審判部長あいさつ：（狩俣	 智史）	

④規則改正等の説明：審判部長（狩俣	 智史）	

⑤講師紹介：司会	

⑥閉会のことば：司会	

	

13:50～14:00（10 分）移動・準備運動（各自）	

	

14:00～16:10（130 分）	 講習会			＊適宜、休憩を取る。	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 球審班：屋内運動場・塁審班：桑江中学校グラウンドから開始	

	

16:20～16:30（10 分）	 閉講式（司会	 渡嘉敷光範	 ）	 於：桑江中学校グラウンド	

	 	 ①開会のことば：司会	 	

②協力学校へのお礼とボールの贈呈（県専門部長：島	 健太）	

③講評：審判部	

	 	 ④閉会のことば：司会	

	

４．講師	 	 狩俣智史	 （屋部中）	 	 	 	 渡嘉敷光範	（仲井真中）	 		松田	 忠	 （美東中）	

	 	 	 	 	 	金城哲夫	 	（浦西中）							米須聡	 	 （真志喜中）	 	 	宮城秋太	 	（糸満中）	

	 	 	 	 	 	 	根間	 豊	 	（泡瀬ｾﾝﾀｰ中）			天願泰士	 	(北中城中）					徳村一樹	  （北谷中）	 	 	  
	            宮里健一	  （普天間中）      安富高成	 （大宜味中）	 	 	 諸喜田真作	 （久辺中） 
        	    宮城亮彦	  （南風原中）      	

 
 ５，協力校 
	 	 	 北谷町立桑江中学校、北中城村北中城中学校，宜野湾市立真志喜中学校 
 
	 ＜お願い＞ 

① ２０１９年度公認野球規則・全日本軟式野球連盟競技者必携の購入（１セット	 １３００円） 
② マスク・ハケ・インジケーターの準備 
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 講習内容（案） 

時間 
A会場球審班	 場所：（屋内運動場）	  
	 担当〈狩俣・松田・根間・米須・渡嘉敷〉 

B会場塁審班	 場所：（桑江中学校グラウンド） 
担当〈金城・天願・徳村・宮里・安富・諸喜田・秋太・亮彦〉 

14:00 
~ 

15:00 

球審の基本動作 
	 ①ストライクゾーンの確認 
	 ②動作の確認 
（オンザラバー→リラックス） 
※トラッキング 

	 ③投球判定練習（高低・内外チェック） 
（コール・ジェスチャー・サイン交換確認） 
	 	 ハーフスイング・振り逃げ・チェックス

イング・自打球・ヒットバイピッチ・申

告敬遠など投球に関する判定 
	 ④試合開始・進行の所作 
	 	 ﾃﾝﾎﾟｱｯﾌﾟの声かけ・申告敬遠等の対応 
本塁周辺のアンパイアリング 
① 打球判定（ライン確保・３フィートの
確保）及びメカニクス確認 
※ｺﾞﾛ･ﾌﾗｲ･ﾗｲﾅｰ（ﾄﾗﾌﾞﾙﾎﾞｰﾙ含む） 

② タッグプレイ・フォースプレイ・ラン
ダウンプレイ・インフィールドフライ 

③ よくあるタイムプレイ 
A: ２死１・３塁	 １・２塁間ﾗﾝﾀﾞｳﾝ 
B: １死１・３塁	 外野フライ 

（ﾀｯｸﾞｱｯﾌﾟ生還と一塁走者の帰塁遅れ） 
④  ボールデッドの対応（送球・投球） 

①打球判定（ライン際・外野飛球など） 
	 ボールの追い方→姿勢（見方・ﾗｲﾝ確保）→ｼﾞｬｯｼﾞ(ﾀｲﾐﾝｸﾞ) 
『フェア（ノーボイス）』『ファウルボール』 
『キャッチ』『ノーキャッチ』 
②［１塁］のアンパイアリング【	 	 	 	  】 
１）内野ゴロの判定（ﾋﾞｭｰ･ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ） 
『オフザバッグ』	 『ジャッグルザボール』 
『ドロップザボール』 
『ノータッグ・タッグアウト』など 

	 ２）ライトゴロ 
	 ３）カウンタークロック（リミング・ピボットターンなど） 
③［２塁］のアンパイアリング【	 	 	  	 】 
１） 盗塁の判定 
２） カウンタークロック 
④［３塁］のアンパイアリング【	 	 	  	 】 
	 １）３塁盗塁・ﾌｫｰｽﾌﾟﾚｲ（1・2塁ﾊﾞﾝﾄ） 
	 ２）２アウト走者３塁時のメカニクス等 
【②③は同時並行で行い途中で入れ替える】 
⑤外野の飛球（フォーメーション） 
	  ・ランナー無し（5分） 
・ランナー1塁（単独）（5分）	 	 	 ×２ 
・ランナー2，3塁（複数）（5分） 
１）２分割の外野飛球	 ２）メカニクス 
ｸﾛｯｸﾜｲｽﾞ・ｶｳﾝﾀｰの動き・切り込み 
ﾘﾐﾝｸﾞ・ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾀｰﾝ・ランダウンプレイ 

15:00~15:10 休憩・質疑応答・球審班は桑江中へ移動 

15:10 
～ 

16:10 

実際のクルーでの実践（主にゲーム進行、プロデュースの観点で実践） 
	 〇初回：無死１塁、２回：無死２塁、３回：無死１・３塁、４回：無死満塁の設定で

行う。（５回：無死１・２塁、６回：無死２、３塁） 
	 〇１クルーで０．５イニング（３アウト）のみ。事前事後ミーティングを行う。 
	 〇審判部で各クルーのミーティングを司会進行。適宜ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾁｪｯｸを行う。 
	 〇投手はストレートのみ。投球練習は３球以内。１B−１Sからスタート。 

16:10~16:20 片付け・移動 

16:20~16:30 閉講式 

お疲れ様でした。監督・コーチ・審判員・大会役員は、適度な間があるテンポの良い緊迫した試

合の中でゲームプロデュースを目指しつつ、選手が「正しく」「楽しく」「安全に」「気持ちよく」

野球ができるよう試合を進行していきましょう。 




